
［12:30開場］ 

地球温暖化の 
科学的理解の現状 

※ どなたでもお入りいただけます。（事前申込は不要です。） 

1985年  日本南極地域観測隊員として昭和基地に越冬、
1997年  人工衛星搭載極域オゾン層観測センサー検証
のためのスウェーデンでの大気球キャンペーンのリーダー。
現在、オゾン層破壊や地球温暖化などの地球環境問題に
かかわる大気科学の課題を研究。

神沢  博講  師

  環境学研究科長・教授

日時 環境総合館 1F 場所 
レクチャーホール 

10月17日（土）  
13:00～14:00 

名古屋大学ホームカミングデー   

環境学研究科公開講演会 


